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★ 人事評価制度の目的
・職員の勤務意欲の向上、組織の活性化を図るとともに、限られた人材を最大限に活

用して行政諸課題に的確に対応し、公務の円滑な運営の確保と市民サービスの一層
の向上を図るため、2006年度から人事評価制度を実施。

・また、2013年度からは、大阪市職員基本条例に基づき、相対評価による人事考課制
度を導入している。

市民サービスの向上

組織の活性化、職務改善

人事評価制度を通した人材育成、能力開発

人事考課制度

目標管理制度

役職別に必要とされる能力等を評価

組織目標に沿って定めた職務遂行上の目標に
対する達成状況を測定

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻﾎﾟｰﾄ制度
部下から上司の評価を行い、上司の意識改革
やコミュニケーションの促進を図る
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★ スケジュール
・人事評価制度の年間スケジュール
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Ⅰ 人事考課制度
・人事考課制度の内容

人事考課制度

①役職レベルや職務の級に応じた評価基準の設定
・求められる役割や必要とされる標準的な職務要件を明文化

②職員に対する評価基準の明示と自己評価の実施
・制度に対する透明性や納得性の向上のため評価基準等を明示し

信頼性の確保を図るとともに、自己評価（振り返り）を行い、
意識改革の一層の推進に資する。

③人材育成を主眼とした評価者面談の実施
・評価者と被評価者との間で、人材育成、能力開発などを主眼

とした面談を実施。
・フィードバックを適切に行い、人材育成、能力開発を促進。

④本人開示と苦情相談
・評価を受けた職員全員に評価結果を開示。
・苦情相談制度を設け、適切に対応。
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Ⅰ-1 大阪市の人事考課制度の特徴等
・相対評価手法による人事考課制度

職員基本条例の施行により、2013年度から相対評価による新たな人事考課制度を
導入し、全ての区分に分布率（条例第18条第２項）を設けている。

第１区分 第２区分 第３区分 第４区分 第５区分

５％ ２０％ ６０％ １０％ ５％

相対評価による人事考課制度は、公務能率の向上や執務意欲の向上に向けて、
能力と実績に応じた適正でより厳格な評価、そして、それに伴う処遇の徹底を図る
ことで、これまで以上に頑張った職員に報いるとともに、より市民の信頼を得られ
る制度としていくためとして、2013年度から導入されている。

相対評価による新たな人事考課制度の導入後も、人事評価制度の基礎は「絶対評
価」であることにかわりはなく、従前どおり「絶対評価」により２次評価まで行い、
所属長（調整者）の調整により評価点を確定させます。その絶対評価による評価点
を基に、高得点者から順に、職員基本条例に定められた相対評価区分を決定。

4



・大阪市の人事考課制度の特徴

○実績重視の人事評価 ～ 管理職（課長代理級以上の職員）～

高い業績を上げた職員が評価され、より実態に即した評価結果を得ていくため、課長代理級

以上の職員は個々職員の状況や課題等に応じ、全庁を単位とした相対評価を実施。

○人材育成を主眼とした人事評価 ～ 非管理職（係長級以下の職員）～

係長級以下の職員については、頑張った職員が評価されるとともに、人材育成の観点を重視

した人事評価を行う。具体的には、より身近な単位で評価を行い、上司から指導・助言を行っ

ていくことが必要であることから、相対評価は原則、所属を単位として実施。

○市民の信頼をより得られる制度に ～ 懲戒処分を受けた場合の人事評価 ～

懲戒処分等を受けた場合、現行制度では人事評価を行い、その後、給与支給段階で減額措置

等のペナルティーを科す仕組みとしていたが、市民にとって分かりづらいものであった。

新たな制度では、懲戒処分等の量定に応じて、絶対評価点にかかわらず、相対評価区分を

下位区分（第４区分もしくは第５区分）とすることで、より理解の得られる制度とした。

○上司・部下のコミュニケーションを深める ～ 評価結果の全員開示 ～

新たな人事評価制度導入後は、評価結果について、職員全員に開示することとしています。

そのため、面談がこれまで以上に、上司・部下とのコミュニケーションをより深める場となり、

人材育成や評価結果の納得性の向上に資するものと考えている。

なお、その一環として、部下が上司を評価する「マネジメントサポート制度」を先行的に

2012年度から導入しています。 5



Ⅰ-2 職員区分と職務要件
・職種や職務毎の役職別に職務要件を設定
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Ⅰ-3 評価項目
・役職毎に評価項目とその割合を設定

7



Ⅰ-4 評価項目着眼点
・職種や職務毎に評価項目の着眼点を設定
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Ⅰ-5 期待行動事例集
・係員層の９職種における業務内容のうち、特に多くの職員が従事している業務（全17業務系

列）について期待行動例（職務別コンピテンシーモデル）を作成。業務内容に応じて本市が
職員に期待する「あるべき姿」と実際の行動例を示すことで、職員のより正確な評価の実施と
不足している能力についての気付きを促し、人材開発つなげるために活用。
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Ⅰ-6 評価者と評価方法
・被評価者の役職に応じ、評価者を設定

・第１次評価者
被評価者の直接の上司。最も身近に職員の業務取組状況を把握。

・第２次評価者
被評価者の役職に応じ、上記のとおり設定。

・調整者
所属長は、２次評価者が評価基準に基づいて正しく評価しているか等を
考慮し、必要に応じ第２次評価結果を調整する。

・相対評価者
絶対評価結果をもとに、相対評価区分を決定。 10



Ⅰ-7 人事考課シートと評価基準
・職種や職務毎の役職別に応じた人事考課シートで評価指標をもとに評価
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Ⅱ 目標管理制度
・目標管理制度の仕組み

○年度当初に組織目標を踏まえた４個の目標を設定し、そのレベルの困難度と
達成度合に対して、上司が面談を行い評価。（係長級以上職員が対象）

○上司との面談を年３回実施し、目標の内容や達成に向けた意見交換や個々の
事情に応じた指導、助言を受けながら進める。
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Ⅱ-1 評価の方法
・目標レベル、達成レベル、業務ウエイトの設定

①設定する目標レベルを「変革」又は「改善」で設定。
変革：市民サービスへの大きな影響や組織の変革をもたらすもの
改善：市民サービスの変化や業務改善をもたらすもの

②達成レベルを次の４段階で測定
目標を上回る、目標どおり、目標を下回る、目標を著しく下回る

③業務ウエイト
設定する目標に年間業務に占める割合（ウエイト）を掛けることで、時間と
労力を要する業務に取り組んでいる場合に点数が高くなる仕組み。

④配点
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Ⅲ ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻﾎﾟｰﾄ制度(部下からの評価)
・制度の仕組み

○多面的な評価を行うことで、上司の意識改革の促進や上司と部下のコミュニ
ケーションの円滑化を図るとともに、人事評価制度の客観性をより確保する
観点から実施。（平成24年度から制度を導入）

○行政職等の課長級、課長代理級を対象とし、その部下が評価を行う。
○評価期間：実施年度の4月1日から12月31日まで

（12月に評価期間の行動等について、部下が評価を実施）

○評価結果の活用方法
①上司の評価者から上司（対象者）に対し、開示面談時において書面で開示し、
指導・助言等のフィードバックを行う。

②対象者の評価を行う際の参考資料として活用。

上司（対象者）

上司の評価者

部下（観察者）

①マネジメント

サポート制度

による部下

からの評価

②部下からの評価結果を参考に

人事評価を実施。また、面談時

に書面でフィードバックする。

・上司の意識改革
・上司、部下とのコミュニ

ケーションの促進
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Ⅳ 相対評価の給与反映

１ 昇給制度について（2014年４月昇給から）

（１） 昇給号給数について

直近の人事考課制度による相対評価区分により、昇給する号給数を決定

昇給する号給については、給料表、職務の級の別により異なり、行政職給料表の適用
を受ける職員の昇給号給数については、次の表のとおり。

第１区分 第２区分 第３区分 第４区分 第５区分

分布率 ５％ ２０％ ６０％ １０％ ５％

第１区分 第２区分 第３区分 第４区分 第５区分

課長級 ８号給 ６号給 ４号給 ２号給 昇給なし

課長代理

級
８号給 ６号給 ４号給 ２号給 昇給なし

係長級 ６号給 ５号給 ４号給 ２号給 昇給なし

係員（３級） ６号給 ５号給 ４号給 ２号給 昇給なし

係員（２級） ５号給 ５号給 ４号給 ２号給 昇給なし

係員（１級） ５号給 ５号給 ４号給 ３号給(※) ２号給(※)

※ただし、懲戒処分や欠勤
によって相対評価区分が
「第４区分」又は「第５区分」
となった場合は、「第４区
分」については２号給昇給、
「第５区分」については昇給
なし。
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（２） 「第4区分」「第５区分」の特例

相対評価により「第４区分」「第５区分」になった職員のうち、その職員の絶対評価点数が判定基

準を超える場合は、予定する昇給号給数に１号給加算。ただし、懲戒処分等によって区分される場
合は、特例は適用されない。

［判定基準］（判定は人事室及び所属人事担当）

①当該職員が対象となっている相対評価の全庁での実施区分の平均点と、上位から８５％の範
囲内の職員の絶対評価点の下限点との差を算出

②当該職員が対象となっている相対評価の所属等での実施区分の平均点から①の点数を減じ
た点数以上の範囲内に区分されている職員で、第４区分又は第５区分に該当している職員が該当

※懲戒処分等により第４区分又は第５区分に決定された場合を除く。

（３） 55歳以上の昇給抑制
50歳台後半層の給与水準の上昇を抑えるため、55歳以上の職員については、原則、昇給を停止。

（医療職給料表(1)の適用を受ける職員は、57歳以上）
ただし、相対評価区分が「第１区分」「第２区分」の職員は、昇給停止は行わず、次の表とおり、昇給抑制

を行う。

区 分
昇給号給数

第１区分 第２区分

課長級
２号給

１号給

課長代理級

係長級

１号給
係員（３級）

係員（２級）

係員（１級） 19



２ 勤勉手当について（2014年６月期支給から）

（１）支給率について

直近の人事考課制度による相対評価区分により、支給率を決定

勤勉手当の支給額については、支給額にメリハリを付けとして、扶養手当などを原資として「第１区
分」「第２区分」「第３区分」に割増支給率を設定し、支給月数の差を設けている。

【行政職の平均的な支給額モデル（2013年支給ベース）】

第１区分 第２区分 第３区分 第４区分 第５区分

分布率 ５％ ２０％ ６０％ １０％ ５％

補職 第１区分 第２区分 第３区分 第４区分 第５区分

局長級 250万円 210万円 160万円 140万円 120万円

部長級 210万円 170万円 140万円 120万円 100万円

課長級 180万円 150万円 120万円 110万円 90万円

課長代理級 150万円 130万円 110万円 100万円 80万円

係長級 80万円 75万円 70万円 65万円 60万円

係員（３級） 65万円 60万円 55万円 50万円 45万円

係員（２級） 50万円 45万円 40万円 38万円 35万円

係員（１級） 35万円 30万円 28万円 26万円 24万円
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